
SAS/ACCESSファミリーのインターフェ
イス製品は、さまざまなデータにシーム
レスで透過的なアクセスを提供し、PC、
UNIX、メインフレームシステムなど市販
の一般的なプラットフォームで保存され
るデータのほとんどに対応しています。
企業データと利用可能なその他のデータ
ソースを統合することで、ビジネスについ
て360度の視野を確保し、社内のどこか
らでもそのデータを活用できるようにな
ります。その結果、さまざまな場所に散在
する情報のすべてを最大限に活用し、競
争優位を高めることができます。

SAS/ACCESSを活用すると、必要なリ
ソースを1つにまとめて情報を効率的に
配信することができます。各リソースはす
べてのSAS環境で利用できます。このソ
リューションにより、さまざまなデータソー
スから直接データを取得して分析や表示
を行うためのパワーと柔軟性をSASに追
加できます。

SAS/ACCESSのインターフェイスはデー
タソースの既存のセキュリティ機能を完
全にサポートするため、データ整合性の
面でもリスクはありません。必要に応じて
多数でも少数でも、任意のユーザーにア
クセスを提供できます。

SAS/ACCESSでは、サードパーティの
データもSASデータファイル内のデータ
と全く同じように容易に読み込めます。
ソースから直接、SASアプリケーションに
データを読み込むことで、常に最新デー
タにアクセスできるようになります。また、
ソースデータベース内もしくはSAS内の
一時ファイルを使用して、ソーステーブル
への余分なアクセスに伴う負荷を減らす
ことも可能です。また、SAS用に記述した
SQLを用いてデータの更新、削除、挿入
といった操作も行えます。取得したデー
タを1つのデータビューに統合すること
も可能で、異なるデータベースの組み合
わせや、SASのデータファイルとの組み
合わせに対応しています。また、データを
直接、データベースのテーブルから取り

出してSASファイルに格納することもで
きます。

主な利点

• より多くのプラットフォーム、より多くの 

データソースにアクセス可能
SAS/ACCESSのエンジンは、リレーショ
ナル・データベース、非リレーショナル・
データベース、PCファイル形式、データ
ウェアハウス・アプライアンスなど、60

種類以上のデータソースにシームレス
かつ透過的にアクセスし、読み込み／
書き込み／更新を行います（エンター
プライズ・アプリケーションへのアクセ
ス用にはSAS Data Surveyorsを提供
しています）。SASは、社内のすべての
データを有効活用して競争力を向上で
きるよう支援します。

• ネイティブなインターフェイスによる、
容易で安全なダイレクトアクセス
SQLの専門的な知識やカスタムコード
の作成は必要ありません。SAS/ACCESS

はアクセス先のデータソースのセキュ
リティを引き継ぎ、さらに強化するため、
データのセキュリティを高度に制御で
きます。

• 高速な処理と 

ネットワーク・トラフィックの低減
アクセス先にクエリ、結合、その他多数
の命令を渡し、データソース側に処理
を任せることができるため、トラフィッ
クが低減し、データアクセスが高速化し
ます。ネイティブなバルクロード・ユー
ティリティを利用すると、読み込み時間
はさらに高速化します。

• ODBC、JDBC、OLE DBなどの 

標準を用いた統合をサポート
SAS/ACCESSのインターフェイスは
高度な統合性を備え、すべてのSAS製
品やソリューションに対応するほか、サー
ドパーティのデータとの統合にも使え
ます。

SAS/ACCESS®ソフトウェア
多様なデータを統合して活用できる環境で、
より効果的で素早い意思決定を促進

主な機能

SAS/ACCESSは、SASとサードパー
ティ製データベースの統合を可能にす
るソリューションで、すぐに使えるイン
ターフェイスが数多く揃っています。
SAS以外のデータベースやプラット
フォームとデータの読み込み、書き込
み、更新ができるようになります。各イ
ンターフェイス経由でアクセスしたデー
タはSASのものと同様に扱えるため、
SQL（Structured Query Language）や
データベース特有のクエリ言語を習得
する必要はありません。

ビジネスメリット

企業内のすべてのデータを統合し、正
確で完全な最新データにアクセスでき
る環境が実現し、ビジネス上の重要な
意思決定に大きく貢献します。

対象ユーザー

IT部門に属する企業データへのアクセ
スを管理する担当者、社内の全部門に
対してデータを利用可能にする責務を
持つ担当者。また、データ管理が必要
となる業務を担当しているビジネスユー
ザーにとっても、このテクノロジーは役
立ちます。
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• SAS/ACCESS Interface to Microsoft 

SQL

• SAS/ACCESS Interface to SYBASE

• SAS/ACCESS Interface to Sybase IQ

• SAS/ACCESS Interface to Teradata

• SAS/ACCESS Interface to MySQL

データウェアハウス・ 
アプライアンス用のSAS/ACCESS

データウェアハウス・アプライアンスは、
データベース、サーバー、ストレージを統
合して1つの装置に入れたものです。ハー
ドウェア、オペレーティングシステム、アプ
ライアンスソフトウェアのインストール／
設置／設定／構成／初期化／管理といっ
た複雑な作業がなくなることに加え、極
めて高いスケーラビリティが得られ、テラ
バイト級のデータ処理も快適に行えると
いうメリットがあります。

サポート対象の 

データウェアハウス・アプライアンス
• SAS/ACCESS Interface to Aster 

nCluster

• SAS/ACCESS Interface to Greenplum

• SAS/ACCESS Interface to Neoview

• SAS/ACCESS Interface to Netezza

• SAS/ACCESS Interface to ODBC 

（ParAccel、Vertica、Microsoft Parallel 

Data Warehouseほか）
• SAS/ACCESS Interface to ORACLE 

（Sun Oracle Database Machine 

［Exadata］）

非リレーショナル・データベース用の
SAS/ACCESS

非リレーショナル・データベース用の
SAS/ACCESSでは、アクセスしたい特定
のデータを表示するビューを最初に作成
します。次に、アクセスしたい必須情報を
SASに伝える「アクセス・ディスクリプタ」
と、データのどのサブセットを入力として
使うのかをSASに知らせる「ビュー・ディ
スクリプタ」を作成します。これにより、
データ値はSASデータファイル内にある
データと同じように読み込まれます。

データベース側に処理を任せる機能、処
理を直接制御する機能などがあります。

一時テーブルのサポート
複数のSASプロセスからアクセス可能な
一時テーブルを作成することができます。
セッション内の別々のタイミングで何度
も同じデータが必要になる場合は、一時
テーブルによってパフォーマンスが高まり
ます。種類が異なる複数のソースからデー
タを結合するときも、一時テーブルでパ
フォーマンス向上を実現できます。

メタデータの統合
DBMS（データベース管理システム）のメ
タデータは、SAS Metadata Repository

内で正確に維持・管理されます。

データの整合性とセキュリティ
SAS/ACCESSエンジンは、エンコードさ
れたDBMSパスワードに対応しているた
め、SASプログラム内でパスワードがクリ
アテキスト（普通に読める文字）として表
示されることはありません。また、SAS 

Metadata Repository内に保存されてい
る認証情報やログイン情報、各データベー
ス・システム側のセキュリティ要件も必要
に応じて適用されます。

リレーショナル・データベース用の
SAS/ACCESS

リレーショナル・データベース用のイン
ターフェイスでは、データステップまたは
SASプロシジャの中でSAS LIBNAME文
を用いて直接データベース・オブジェクト
を参照します。また、New Libraryウィン
ドウを使用して、ライブラリ参照とリレー
ショナルDBMSオブジェクトまたは SAS

データ・ライブラリを関連付けることもで
きます。この場合、データ値はSASデー
タファイル内にあるデータと同じように読
み込まれます。

サポート対象の 

リレーショナル・データベース
• SAS/ACCESS Interface to DB2

• SAS/ACCESS Interface to 

INFORMIX

• SAS/ACCESS Interface to ODBC

• SAS/ACCESS Interface to OLE DB

• SAS/ACCESS Interface to ORACLE

• テクニカルユーザーとビジネスユーザー
の両方に配慮した設計
すぐに使えるアクセス・ソリューションと
して、トレーニングや知識移行が最小限
で済むように設計されています。

ソリューション概要

シームレスで透過的なデータ統合
SAS/ACCESSインターフェイスを使用す
れば、データベースやSQLに関する詳し
い知識がなくても、一般的なプラット
フォーム上の一般的なデータベースにア
クセスできます。データがどのような形
式かに関係なく、SASで表示／活用でき
る通常のリソースと同じように扱うことが
できます。

SQLのサポート
SAS/ACCESSエンジンには、2つの統合
手段（LIBNAMEエンジンとPass-Through 

Facility）が用意されています。LIBNAME

エンジンは、シームレスで透過的な方法
でデータをサーフェイス化します。デー
タや SQLに関する知識は最小限しか必
要ありません。Pass-Through Facilityは
優れた柔軟性を備えており、ユーザー独
自のカスタムSQL文を使えるほか、自動
生成されたSQLを修正／保管することも
できます（例えば、SAS Data Integration 

Studioなどの SASアプリケーションで）。
これらの SQLは直接データベース・サー
バーに送られます。

どのような場合でも、SAS特有の命令文
や関数をデータベース特有の命令文また
は関数にマッピングすることで、すべての
SQL文がデータベース内で正しく処理さ
れるため、最大限のパフォーマンスが得ら
れます。

バルクロード機能と 

パフォーマンスに関するその他の機能
SAS/ACCESSには、SASからサードパー
ティのデータストアにデータを移動する
際のオプションとして、さまざまなロード
機能が用意されています。バルクロード
機能はパフォーマンスを大幅に高めます。
その他のパフォーマンス強化オプション
としては、マルチスレッド対応の読み込み
インターフェイス、自動パーティション化、



サポート対象の 

非リレーショナル・データベース
• SAS/ACCESS® Interface to CA IDMS™

• SAS/ACCESS Interface to IMS-DL/I

• SAS/ACCESS Interface to ADABAS

• SAS/ACCESS Interface to 

DATACOM/DB

• SAS/ACCESS Interface to  

SYSTEM 2000

PCファイル形式用の 
SAS/ACCESS

SAS/ACCESS Interface to PC File Formats

により、社内の誰もが最新のデータに簡
単に素早くアクセスできるようになります。
SQLコードや PCファイルの内部構造に
ついての知識は必要ありません。このイ
ンターフェイスには、データの作成とPC

ファイルへのロードをSASセッションから
離れることなく実行するためのツールも
用意されています。

SAS/ACCESS Inter face to PC Fi le 

Formatsでは、PCファイルからデータを
読み込んでSASのレポートやアプリケー
ションで利用したり、SASデータセットを
使ってさまざまな形式の PCファイルを
作成したりできます。SAS/ACCESS 

Interface to PC File Formatsには、以下
の機能が含まれます。

• LIBNAME文
• Pass-Through Facility

• インポート／エクスポートのウィザード
とプロシジャ

• DBFプロシジャとDIFプロシジャ
• ACCESSプロシジャ
• DBLOADプロシジャ

現在、SAS/ACCESS Interface to PC File 

Formatsには、Windowsの .DBF、.DIF、 
.WK1、.WK3、.WK4、.XLSへのインター
フェイスと、UNIXの .DBF、.DIFへのイン
ターフェイスが含まれています。

主な機能

一般

• さまざまなデータをソースや形式に関係なく汎用的に利用できるリソースとして扱える
ようにする各種インターフェイスのセット

• 適切なSQLを生成し、その処理をデータベース側に任せる
• シームレスで容易な統合。データベースやSQLに関する詳しい知識がなくても、一般的
なプラットフォーム上の一般的なデータベースにアクセス可能

• 暗黙的なSQLサポートにより、DBMS固有のSQLを自動的に生成
• 明示的なSQLサポートとPass-Through Facilityにより、従来よりも多くのSQL関数
をDBMS内で実行可能

• バルクロード機能
• マルチスレッド対応の読み込みインターフェイス
• SAS Metadata Repositoryへのメタデータ統合
• エンコードされたDBMSパスワードに対応
• 一時テーブルのサポート

リレーショナル・データベース

• SAS/ACCESS Interface to DB2：
• クライアント側ライブラリを介してDB2データベースと通信
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to INFORMIX：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to ODBC：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to OLE DB：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to ORACLE：
• クライアント側ライブラリを介してOracleデータベースと通信
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to Microsoft SQL：
• データのアクセスと更新のために、UNIX上のSASとWindows上のMicrosoft SQL

データベースの間の接続を提供
• DataDirect Technologies社によるMicrosoft SQL ODBCドライバを介して通信
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to SYBASE：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to Sybase IQ：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to Teradata：
• クライアント側ライブラリを介してTeradataデータベースと通信
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to MySQL：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

データウェアハウス・アプライアンス

• SAS/ACCESS Interface to Aster nCluster：
• 直接のODBC接続を介してAster nClusterと通信。ユーティリティ機能を利用して
抽出とロードを最適化

• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

次ページに続く



システム要件
ホスト・プラットフォーム
• HP/UX Itanium：11iv3（11.31）
• HP/UX PA-RISC：11iv（11.31）
• IBM AIX：POWERアーキテクチャによる

6.1および7.1

• IBM z/OS：V1R10以上
• Linux 32ビット版（x86-32）： 

Novell SuSE 10および11、 
RHEL 5および6

• Linux x64版（x86-64）： 

Novell SuSE 10および11、 
RHEL 5および6

• Microsoft Windows  

32ビット版（x86-32）： 

Windows XP Professional、 
Windows Vista*、Windows 7**、
Windows Server 2003ファミリー、
Windows Server 2008ファミリー

• Microsoft Windows  

64ビット版（x86-64）：  

Windows XP Professional x64、
Windows Vista* x64、 
Windows 7** x64、 
Windows Server 2003 x64,  

Windows Server 2008 x64

• Solaris SPARC版：バージョン10

• Solaris x64版（x64-86）：バージョン10

* 注 : Windows Vistaのサポート対象エ
ディションは、Enterprise、Business、
Ultimateです。

** 注 : Windows 7のサポート対象エディ
ションは、Enterprise、Professional、
Ultimateです。

なお、サードパーティ製データベースにつ
いては、バージョンの数が多いため、ここ
にすべてを掲載することはできません。
お使いのバージョンのデータベースとサ
ポート対象プラットフォームの詳細情報に
ついては、http://support.sas.com/
matrix/ （英語）を参照してください。
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主な機能（前ページより続く）

• SAS/ACCESS Interface to Greenplum：
• 直接のODBC接続を介してGreenplumと通信。ユーティリティ機能を利用して抽出
とロードを最適化

• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）
• SAS/ACCESS Interface to Neoview：

• 直接のODBC接続を介してNeoviewと通信。ユーティリティ機能を利用して抽出と
ロードを最適化

• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）
• SAS/ACCESS Interface to Netezza：

• 直接のODBC接続を介してNetezzaと通信。ユーティリティ機能を利用して抽出と
ロードを最適化

• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）
• SAS/ACCESS Interface to ODBC（ParAccel、Vertica、Microsoft Parallel Data 

Warehouseほか）：
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

• SAS/ACCESS Interface to ORACLE（Sun Oracle Database Machine ［Exadata］）：
• クライアント側ライブラリを介してOracleデータベースと通信
• 2つの統合手段をサポート（LIBNAMEエンジンとPass-Through Facility）

非リレーショナル・データベース

• SAS/ACCESS Interface to CA IDMS、SAS/ACCESS Interface to IMS-DL/I、
SAS/ACCESS Interface to ADABAS、SAS/ACCESS Interface to DATACOM/
DB、SAS/ACCESS Interface to SYSTEM 2000

SAS/ACCESS Interface to PC File Formats

• Microsoft Excel、Microsoft Access、dBase、Lotus、SPSS、JMP、Stata用のイン
ターフェイスを含む

http://support.sas.com/matrix/ 
http://support.sas.com/matrix/ 

